
妙高高原こども園 
（幼保連携型認定こども園） 

所在地 妙高市大字田口 942 番地 1 

電 話  86-3631  FAX  86-3632 

１ 園の概要 

(1)創 立    平成 21年 4月 1日 

(2)定 員    110名 

 (3)受入れ年齢  生後 6か月から 

 (4)保育時間  

1号認定 平日 8:00～14:00 

2・3号認定 平日 8:00～16:00 

土曜日 8:00～12:00 

 平日 7:30～8:00 

  16:00～19:00 

延長保育時間 土曜日 7:30～8:00 

  12:00～12:30 

 土曜午後 12:30～17:30 

(5)子育て広場 月曜日～金曜日(9:00～12:00) 

(6)一時保育  1日 3名 週 3日利用可能（1歳以上） 

 (7)付近の状況 

   ・周辺には国道 18号線と妙高高原小学校があり、雄大な妙高山を間近に感じながら、広々とした園舎 

と園庭で活動している。また、観光地域に自宅があり、通園バス利用の園児が多い。 

 

２ こども園経営の基本構想 

(1) 子どもの主体的な活動を重視し、友達との遊びを通して「生きる力」の基礎づくりができるようにする。 

・子どものもつ知的好奇心、旺盛な行動力が満足できる環境作りをする。 

・遊びと体験活動を通しての総合的な指導に努める。 

(2) 家庭・地域との協力、連携の推進 

・外国人の園児、保護者への積極的なかかわりにより、保育の理解を図る。 

・子育て広場と連携を図り、園児との交流や子育て相談の充実を図る。 

(3) 小中学校との交流 

・小学校との交流を促進する。保育参観、授業参観の相互実施、講演会・学習会の相互案内、幼児・ 

児童間の交流、職員の交流と情報交換、園・長校長会(年 7回実施) 

 

３ 保育目標 

   〇元気で仲良く遊ぶ子 

   〇明るく心の優しい子 

   〇豊かに表現する子 
 

４ 特色ある園運営の方針 
(1) 豊かな体験活動を充実させる 

・五感を意識した活動や四季を通じた自然体験を実践する。 

・4,5 歳児は、ALTによる外国語活動（英語タイム）を年間 25 回実施する。 

・地域の人材を活かした「ほんもの体験」を行う。 

(2) 思い(心情)を出す「言葉による伝え合い」 
・話す力、聞く力、表現する力を育てる。 

・感じたことや動きを言葉で表現する楽しさを味わう。 

・小学校とのアプローチカリキュラムの実施や、中学校を含めた交流、職員間の授業参観など、12 年間 

を見通したかかわりを行う。「園・小中学校連絡協議会(MK連)」 

(3) 健康な体づくり 
・心身ともにじょうぶな体の育成。てくてく散歩の実施。 

・基本的生活習慣の確立、命を守る態度を育む。 
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